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「enocoニュースレター」は、enocoが年４回発行する情報誌。enocoで起こっていることや、
enocoにかかわる人々が日々考えていることをお伝えしていきます。
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大阪府立江之子島文化芸術創造センター[enoco]
Enokojima Art, Culture and Creative Center, 

Osaka Prefecture

アートやデザインの創造力で、都市を元気にすることを目指し2012年4月にオープン。展示
室や多目的室のレンタル事業を行うほか、企画展や公演、セミナー・ワークショップなどを開
催し、クリエイティブな人や情報が行き交うプラットフォームとなることを目指しています。

〒550-0006　大阪市西区江之子島2丁目1番34号
開館時間：10:00～21:00（ただし展示室は11:00～19:00・日曜日は11:00～16:00）
月曜・年末年始休館
電　話 06-6441-8050｜FAX：06-6441-8151
メール  art@enokojima-art.jp

www.enokojima-art.jp

[アクセス] 
大阪市営地下鉄千日前線・中央線「阿波座駅」下車、
8番出口から西へ約150ｍ。徒歩約3分。

中崎さんには、特集で取り上げた［study?］関連のデザインを
過去3回、すべて担当していただいています。
毎回アーティストのキャラクターや作風が違うので、すごく刺激
になります。#3も期待しています。
お２人が一緒にお仕事されるのは初めてだと伺いましたが？
この夏enocoで開催された「夜マルシェ」で初めてお会いして、
ポートフォリオを見ていただいたのがきっかけです。
面白い絵を描く方だなと思いまして、この機会にさっそくお願い
をしてみました。
ご縁ですね！enocoのイベントからそういった動きが生まれ
るというのは、私たちにとってもすごく嬉しいことです。
普段の作家活動とは違ったイラストレーションの仕事というこ
とで、すごく貴重な体験でした。
予想外の絵が出てきて、僕も楽しくデザインさせていただきま
した。どんな職業でも皆さんそうだと思うのですが、仕事って本
当に人と人とのつながりで成り立っているなと日々感じますね。中崎航 

1989年徳島県生まれ。デザイナー。大阪を拠点にグラ
フィックデザインと企画制作をしています。
http://watarunakazaki.com

ミヤザキ 
1992年島根県生まれ。画家。 大阪総合デザイン専門学校
卒業後、制作と展示を中心に活動。要素をそぎ落とした、シ
ンプルかつ独特な「線」の表現を追求している。今後はアー
ト作品制作と平行してイラストレーションにも積極的に挑
戦し、活動の幅を広げていく意気込みである。
https://www.facebook.com/miho.miyazaki.581

07号の制作に関わったクリエイターと、enocoスタッフによるカフェトーク。
平成生まれの２人のコラボレーションは、１ヶ月前の出会いから始まりました。

ゲスト　　中崎航さん　　デザイナー
　　　　　ミヤザキさん　画家
 
　

ninOval cafe
enoco地下1階　営業時間：11:00ー18:30 （月曜日定休）

秋の新作「抹茶チョコレートのパンケーキ 自家製グラノーラがけ」登場！
大阪池田の三丘園の本格抹茶の苦味とホワイトチョ
コレートのほのかな甘みがアクセント。たっぷりの
ホイップクリーム と香ばしい自家製グラノーラと
一緒にお楽しみください。少し肌寒くなってきま
したね。ホットドリンクとふわふわのパンケーキ
でほっこりしてください。お待ちしております！
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2013年度にスタートした、若手アーティストのためのサポートプログラムenoco［study?］。
“study”という言葉には、「勉強する」「研究する」「検討する」「観察する」「練習する」など、多くの意味がありますが、
enoco［study?］においてアーティストに求められるのは、一人きりで完結してしまうのではなく、他者の存在を受
け入れ、さまざまな考え方を吸収しながら“study”することです。アーティストはどのように社会と関わることができ、
アートは社会の中でどのような力を持っているのか。enoco［study?］では、若手アーティストに制作と展覧会の
機会を提供するとともに、社会におけるアートの可能性について考えます。
07号の特集では、2013年度、2014年度の参加アーティストの活動について振り返りながら、このたび3回目を迎
えるenoco［study?］についてご紹介します。

enoco［study?］とは
「社会や他者との関わりを通してアートの可能性を拓

ひら
くこと」をテーマに、若手アーティストを公募し、外部審査員とenocoスタッフによる審

査を行います。入選者1名（1組）に対しては、アトリエや制作費の一部提供、ワークショップやリサーチのコーディネートという形で作品制作
をサポート。約3ヶ月間の制作期間ののち、enocoとの共同企画で館内のギャラリーにて展覧会を開催することが条件となっています。

特集：study???

enoco vol.07 | “study???” issue
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enoco+KIITO

フォーラム＆ワークショップ（仮）

2015年春から季節ごとに開催し好評をいただいているマル
シェも、早いもので３回目となりました。
秋のマルシェは、enocoに入居しているアート・デザイン・サ
ブカルチャーを取り扱う古本屋ON THE BOOKSとのコラ
ボレーション企画で、テーマは「アートブック」です。
出店予定の店舗は、大阪でアート系の書籍・古本を扱うお店
といえばココ、という店舗が勢ぞろいします。また、2013年3月
に惜しまれつつも閉店された&’Sさん（現在はネットショップ
のみ）が１日限定で復活。こちらもお見逃しなく！
もちろんアートブックの他にも、建築・デザイン書や、店長達
による特選本とアート雑貨、フードや珈琲のお店なども出店
予定です。
秋のマルシェ日和に、古本を探しに遊びに来てください。店
舗情報はHPにて随時公開予定です。
ー
＜出展予定店舗＞
ON THE BOOKS（古本）、&’S（古本）、古本さくら屋（古本）、
九龍堂（古本）ほか雑貨・飲食店なども多数出店予定。

日時：2015年11月21日（土）11:00～17:00

会場：江之子島文化芸術創造センター[enoco]

参加費：無料

えのこ de マルシェ

秋のアートブック古本市

2014年度よりスタートした、「えのこのそうだん[eno so 

done!] 」はアートやデザインを活用した地域活性化、各種事
業の広報力アップや地域のブランディングなどに取り組む方々
の悩みに応えるというプロジェクト。昨年度は各分野の最前線
で活躍するアドバイザーがマンツーマンでじっくり相談にのる
というスタイルでしたが、今年は昨年寄せられた相談の中か
ら、特に共通して見られた課題（「シティプロモーション」「市民
協働」など）を取り上げて、フォーラムなどを行う予定です。最
初の第一歩はどのように踏み出せば良いか、抽象的な理念だ
けでなく、より現場に即した具体的な捉え方や方法を学んでい
ただきます。また同じ課題を持つ者どうし、横の連携と情報共
有を図って頂く場を設けます。
詳細については、10月下旬にwebサイトにて発表を予定して
います。
ー
第１日：2015年12月上旬開催
テーマ：「シティプロモーション」
第２日：2015年12月上旬開催 

テーマ：「市民協働」

参加対象：大阪府下の地方自治体職員

参加費：無料（要事前申込）
＊2016年3月に3回目を別のテーマで開催予定です。

えのこのそうだん[eno so done!] 2015

公開フォーラム＆ワークショップ

各イベントの詳細・申し込み方法はホームページをご覧ください。これからのイベント情報

同じ2012年にオープンしたenocoとデザイン・クリエイティ
ブセンター神戸（KIITO）。このたび初めてタッグを組み、協
働プロジェクトを開催します。テーマはずばり「事業評価」。社
会や地域の課題にアートやデザインを活用した手法でアプ
ローチすることは、まだまだチャレンジ段階にあり、その事業
の効果をどう分析し評価するかは、我々が抱える共通した課
題です。そこで今回、文化事業の評価モデル開発の最前線で
あるイギリスから専門家を招き、フォーラムとワークショップ
を行います（共催：ブリティッシュ・カウンシル）。現場で事業
を担う方々に加え、行政機関等で政策立案や事業評価に取
り組んでいる方にもご参加いただき、議論を通じてより理解
を深めたいと考えています。詳細については12月頃Webサ
イトにて発表します。
ー
[公開フォーラム＠enoco] 

2016年1月22日（金）時間未定
定員：50名程度
参加費：無料

[ワークショップ＠KIITO] 

2016年1月23日（土）、24日（日）時間未定
定員：30名程度
参加費：有料

enocoプラットフォーム部門では、淀川水系安威川の茨
木市北部に治水ダムとして建設予定の安威川ダムの周辺
整備にあたり、さまざまな課題に対する解決策の検討や、
その発展形としてのイベントなどを通して、多様なステーク
ホルダーを巻き込んでの「ダムのファンづくり」に継続的に
取り組んでいます。
安威川周辺の自然を守り、創造的な地域づくりを目指す人
たちが出会う場となることを目指して開催される安威川
フェスティバル。今年のテーマは「次世代へつなぐ、学びと
出会いの場」。周辺の水辺で生息している水生生物につい
ての展示や、ダム工事の廃材を活かしたワークショップ、さ
らに資料館見学やダム工事現場体験見学ツアーを通し
て、安威川ダムとその周辺について楽しみながら学ぶことが
できます。また、「踊ってつくろう！ ペットボトルピザ」、焼き
いもやアマゴの塩焼きの提供など、地元の食材を使ったプ
ログラムで「食欲の秋」を満喫することもできるはず。ぜひ
お出かけください。
ー
開催日時：2015年10月31日（土）10:00～15:00

※小雨実施（一部のプログラムを実施）、大雨中止
会場：大門寺北側　高台ゾーン
参加費：無料

主催：安威川ダムファンづくり会（茨木市観光協会、大阪府
立江之子島文化芸術創造センター、大阪府、茨木市ほか）

次世代へつなぐ、学びと出会いの場

安威川フェスティバル

photo: S
hunsuke Ito
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エキシビションカレンダー　2015年 10月 - 12月

くわしくはホームページをご覧ください　http://www.enokojima-art.jp/

森田和幸
もりた・かずゆき。「キネプレ」立ち上げ人。1981年、奈良
県生まれ。広告代理店・新聞社勤務を経て、フリーの編
集・ライターに。2012年5月に関西の映画・映像情報を
発信するウェブマガジン「キネプレ」を立ち上げた。
http://www.cinepre.biz/

展覧会 & イベントレビュー
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10

12

会期

6日（火） - 11日（日）

6日（火） - 11日（日）

6日（火） - 11日（日）

13日（火） - 18日（日）

13日（火） - 8日（日）

20日（火） - 25日（日）

20日（火） - 25日（日）

20日（火） - 25日（日）

27日（火） - 11/1日（日）

27日（火） - 11/1日（日）

27日（火） - 11/1日（日）

3日（火） - 8日（日）

10日（火） - 15日（日）

17日（火） - 22日（日）

24日（火） - 29日（日）

24日（火） - 29日（日）

1日（火） - 6日（日）

1日（火） - 6日（日）

8日（火） - 13日（日）

8日（火） - 13日（日）

15日（火） - 26日（土）

月 展覧会名

彫紙アート展

THE FINAL SHOT Yasuyuki Kitada 写真展

現代水彩画会小作品展

クスクス　パッチワークキルト作品展

大阪府土曜会・趣味の作品展

新槐樹社　大阪支部絵画展

糸井洋一展 The concept "space"

ペントハウスの会展

チャーチル会大阪展

第３回 木版画＆水彩画2人展

好きなひとときを過ごす一人展

第14回　国画会大阪作家展

紀凛会ＰＡＲＴⅧ展

日本水墨画大賞展2015

創友会展

櫻井恵子　個展

第４９回　政経文化画人展

新象関西展

芸術ran賞　８

白亜美術協会・京奈支部展

市民キュレーターによる大阪府２０世紀美術コレクション展

ルーム

［ルーム1］

［ルーム3］

［ルーム4］

［ルーム1］

［ルーム1,2,3］

［ルーム1］

［ルーム1,4］

［ルーム1］

［ルーム1］

［ルーム4］

［ルーム1］

［ルーム1,2,3］

［ルーム1,3］

［ルーム1,2,3］

［ルーム1］

［ルーム1,2,3］

［ルーム1］

［ルーム2,3］

［ルーム1,2,3］

［ルーム4］

［ルーム1］

会場風景（仮設映画館シアター）
photo:Kiyoshi Nishioka

会場風景（仮設映画館映写室）
photo:Kiyoshi Nishioka

ワークショップ風景
（「映画館をつくろうー映画館制作部ー」）

イベント風景
（「妄想映画祭の公開ミーティング」） 

アートでつなぐみんなの実験場
えのこじま仮設映画館
（2015年8月1日～8月30日）
空間設計：アトリエカフエ
企画協力・プログラムコーディネート：岩淵拓郎

市民キュレーターによる
大阪府20世紀美術コレクション展(仮)

会期：2015年12月15日（火）～12月26日（土）
11:00～19:00（最終日は16:00まで）
※月曜休
会場｜4Fルーム1

入場料｜無料
主催｜大阪新美術館建設準備室　
共催｜大阪府立江之子島文化芸術創造センター
助成｜一般財団法人地域創造

日本の文化は「見立て」だ、と評したのは、たしか丸谷才一だった。対象を
別のものに仮定し、自身の想像力を駆使しながらより高い芸術表現へと昇
華する。歌舞伎や落語、枯山水、盆栽など、多くの日本文化はそうだった。
その流れでいえば、今回のこの「えのこじま仮設映画館」は、つまりは「アー
トの施設を、映画館とする」という見立てからはじまった、ある意味とても日
本らしいものだと言える。
なにしろ、ふだんはアートの場所として知られているenocoだが、映画とは
あんまり関係がない。映画も芸術の一つとして成り立ったかもしれないが、
すっかり大衆娯楽・大量消費製品になって芸術からは切り離されてしまっ
たし、アート的と呼ばれる一部の小規模映画にしたって、アートとはまた違
う文法で鑑賞されている。いわば、アートと映画は、いまでは違う畑になっ
てしまったと言っていい。
だから、今回「一ヶ月間、enocoを仮設の映画館にする」と聞いたときは、
おっかなびっくりしたものだが、同時にとてもワクワクしたものだ。「映画館
の歴史が転換するかも」と期待したのだ。
映画館はいま二つの機能にざくりとわかたれてしまった。地域のコミュニ
ティとしてのミニシアターや名画座と、機能美のみを追求したシネコンと。そ
してシネコン側が隆盛で、コミュニティとしての機能はどんどん映画館から
失われつつある。そんなとき、enocoが「スクリーンと映写機械と座席があ
れば、それでもう立派な映画館じゃないか」と見せつけたのはとても大きな
意義があった。“コミュニティ”でも“至便性”でもない。映画館はもっと単純
なものだ。と。それは「見立て」だからこそなしえた表現だ。映画館という存
在を見立てて裸にすることで、「そうか、映画館って本来はこうだったんだ」
と来場者に思い出させた。そこに、最小限の道具や手間で映画を作ったり
それについて話したりするプログラムが華を添える。「映画ってこんなにシン
プルに、作られ、見せられ、消費されていく」ということをenocoは高らかに
提示した。
アートの機能は、社会に対して大きなクエスションを掲げて「世界を変える」
ことにその真髄があると思っている。その意味で「えのこじま仮設映画館」は
立派なアートだった。ここから「全く新しい形の映画館」の姿が立ち上って
ゆきそうな、そんな革命に近い出来事が、この夏の一ヶ月間静かに起こって
いた。
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PICK UP 今回で5回目となる、大阪府20世紀美術コレクションを
活用した市民キュレーターによる展覧会。専門的知識や
資格を持った学芸員ではなく、普段は展覧会の「受け手
」である一般の人々がキュレーターとなり、学芸員のサ
ポートを受けながら展覧会の「作り手」の仕事を体験す
る試みです。公募であつまった市民キュレーターが、およ
そ7800点におよぶ大阪府20世紀美術コレクションの
中から作品を選び、展示方法や作品の配置を考え、実際
に作品を展示し発表します。
会期中の12月23日(水・祝)には市民キュレーターによる
ギャラリートークを開催。参加無料、申し込み不要です
のでこの機会にぜひご参加ください。



大阪出身の２人組映画監督、大力拓哉・三浦崇志とと
もに映画をつくるワークショップ「エノコトコトコムー
ビー部」。enocoのある江之子島周辺を散歩しなが
ら、参加者に映像を撮影してもらい、それを集めて一本
の映画を作ってみようという試みで、2015年8月に開
催された「えのこじま仮設映画館」のメインプログラム
の一つとして行われました。
猛暑の8月上旬に敢行された撮影ワークショップでは、
協賛企業であるパナソニック提供による最新のウェア
ラブルカメラと手持ちカメラを使い、参加者が思い思
いに街の風景を撮影しました。ビデオカメラを手に出か
けるだけで、見慣れた風景がいつもと違うものに感じら
れます。またそれぞれが撮影した映像を見てみると、道
路や川や建設中のビル、公園で遊ぶ人、さらには植え
込みの花やセミの抜け殻などなど、なんの変哲もない
ものをとりとめなく撮影しているだけのはずにもかかわ
らず、各人の視点の違いや撮り方のクセがはっきりと
現れていて、まったく見飽きません。
また8月30日に行われた「トコトコムービー上映会」で
は、長時間にわたる編集作業を経て完成した映画の試
写会とあわせて、大力拓哉・三浦崇志によるアーティス
トトークが行われました。ともに1980年生まれの幼な
じみであるお2人は、遊びの延長から一緒に映画をつく
り始め、既存のジャンルを超えた不思議な世界観を持
つ映画を制作しています。ここ最近では、事前に脚本
やプロットをあえて作らず、出かけた先で起こる出来事
を即興的に取り込みながら撮影を行うという制作方法
に継続して取り組んでいますが、今回の試みはそこから
さらに考え方を進め、「偶然に出会うものを撮影した映
像」というものを飛び越え、「自分たち以外の誰かが勝
手に撮影した映像」に興味を持ち思いついたとのこと。
3歳児から40代まで、さまざまな人が参加した「エノコ
トコムービー部」は、彼らにとっても貴重な機会となっ
たようでした。
「えのこじま仮設映画館」では約１ヶ月にわたり、映画
づくりからアニメーション制作、映像作家の作品への
出演まで、映像にまつわるワークショップを多数開催し
ました。参加者はそれぞれの関わりかたで思い思いに
楽しんでいた様子。お力を貸してくださった映画監督、
アーティストの皆さん、本当にありがとうございました！

峯恵子／enoco企画部門

昨年に引き続き、今年も2夜連続で都市の公共空間を巡る
トークイベントを開催しました。
1日目は大阪府とenocoの共催で、大阪市中央公会堂の集
会室を会場に「新しいパブリックはいかに持続可能なものと
なるのか」をテーマに開催。里山資本主義など様々なコンセ
プトを提唱して日本各地の地域振興問題に精通する藻谷
浩介氏と、建築家でありながら不動産もカバーし、リノベー
ションによる地域活性化に成果をあげてきた馬場正尊氏の
両名がゲスト。水都大阪をはじめとする大阪の事業を交え
ながら、まちが魅力的であり続けるためのプラットフォーム構
築を巡る議論が展開されました。
2日目は会場をenocoに移し、大阪ガスとenocoの主催で
eno so done! のスペシャルバージョンを開催。昨夜に引
き続いて馬場氏に登場頂き、「都市の価値創造作戦会議」と
題して、これからの公共空間のあり方を取り組んだ事例を
織り交ぜながら、行政マンを対象にぐっと人数を絞り、より
具体的で実践的なレクチャーが行われました。

松本拓／enoco企画部門

これまでのイベント

「エノコトコトコムービー」は、「えのこじま仮設映画館」　
特設ウェブサイトのアーカイブページよりご覧いただけます。
http://www.enokojima-art.jp/e/enokojimacinema-arch/

大力拓哉・三浦崇志のウェブサイトはこちら
http://dddmmm.info/

今回で4回目を迎える本事業は、大阪府20世紀美術コレ
クションを活用した子供対象ワークショップと、大人向けの
フォーラムの2部構成となっています。ワークショップでは
キッズプラザ大阪の岡田可斗子さんを講師にお迎えして大
阪府20世紀美術コレクションをグループごとに鑑賞した
後、創作活動をしました。大人向けフォーラムでは「こどもと
アートの現場のつくりかた」と題し、〈こども☆ひかりプロ
ジェクト〉代表の清水文美さん、学習環境デザインの研究
者でありワークショップデザインの第一人者である上田信
行さんにお越しいただき、事例紹介をしていただくとともに
グループディスカッションを行いました。子どもたちにとって
は美術と積極的に関わる第1歩として、大人たちにとっては
仕事や普段子どもと関わっている現場に持ち帰り、新たな
取組みのきっかけとなる1日となったのではないでしょうか。

高橋真理子／enoco企画部門

Osaka Creative Forum
（2015年9月4日）

eno so done! スペシャルバージョン
「都市の価値創造作戦会議」（2015年9月5日）

アートフォーラム〈こどもとアート〉の現場を考える
キッズ！ファンタスティックミュージアム

-こどものためのワークショップ-
(2015年8月26日)

こどもとアートの現場のつくりかた
-トーク＆ディスカッション-

(2015年8月29日)

大力拓哉・三浦崇志　エノコトコトコムービー部
（2015年8月）
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峯 恵子
enoco企画部門

佐藤千晴
大阪アーツカウンシル統括責任者

米田 雅明
オン・ザ・ブックス店長

千
日
前
線
に
乗
っ
て

enoco地下1階の古書店、オン・ザ・ブックス
米田店長によるブックレビュー。アートブック・
写真集・デザイン・建築・ファッションからマン
ガ・音楽・映画・オカルトまで、多彩なライン
ナップの中から、今の気分をあらわす1冊を
ご紹介いただきます。

1987年から2007年にかけて大阪府が収集した
「大阪府20世紀美術コレクション」。
総数およそ7800点の中から、enocoスタッフの
おすすめ作品を毎号１点ずつご紹介します。

ON THE BOOKS　
営業時間：11:00ー20:00（月曜日定休）
掲載の書籍は店頭・オンラインストアで
販売中　www.on-the-books.info

オン★ザ★レビュー

V
oyage d'A

rt　

e n o c o のひとびと

　大阪アーツカウンシルの仕事を始めてから大
阪市営地下鉄千日前線によく乗るようになった。
ピンクがシンボルカラーのこの路線、マイナー感
はあるけれど（失礼）、阿波座駅下車のenocoを
はじめ沿線には文化的なスポットも多い。大阪
の隠れカルチャー路線と命名したい。
　阿波座の隣、西長堀駅に直結する大阪市立
中央図書館はコミックや料理本から専門書まで
蔵書の幅が広く、インターネットで蔵書検索、予
約もできるのがとても便利。特設展示、講演など
イベントも充実している。折にふれて館内のあち
こちにできる特集書棚も要チェック。講演をする
作家の本を集めたり、まちなか音楽祭「大阪クラ
シック」にちなんで音楽本を集めたり。大阪都構
想の住民投票前には関連書籍コーナーも登場

した。市民に考える材料を提供するという図書館
本来の役割を果たす姿勢が頼もしい。
　阿波座から南へ４駅、日本橋駅は国立文楽劇
場のおひざもと。改札口を出ると文楽や歌舞伎を
象徴する「定式幕」（じょうしきまく）の黒、柿色、
萌黄色の３色が壁にあしらわれ、気分が盛り上が
る。劇場周辺はたこ焼き屋あり、怪しいネオンあり
で猥雑なのだけれど、これもまた大阪らしさ。三浦
しをんの文楽小説「仏果を得ず」はこの雰囲気を
生き生きと描き出している。
　文楽は「長い」「難しい」といわれるけれど、途中
で居眠りしても、詞章を100％理解できなくても
大丈夫。現代アートの「分からなさ」を楽しむ心意
気で向き合えばハマること間違いなしです。

　様々なツーリズムの形態が近年開発されている
が、その一つがアートツーリズムと言える。日本ではま
だまだ定着していないが、それでも、この夏訪れた別
府混浴温泉世界や越後妻有大地の芸術祭では、
アート作品を巡りながらその土地の魅力に触れる多
くの人々に出会った。アートを媒介として、その地域を
訪れる。僕自身、芸術祭がなければあの山々を巡るこ
ともなかった。その意味では、大きな効果をもたらし
ていると言える。しかし、僕が毎夏滞在するアヴィニョ
ンでは少しその意味合いが違うように思える。1947
年から始まったFestival d'Avignonは、勝手連的
に1971年からオフの演劇祭も本格化し、現在では
1000を超える上演団体（演劇、ダン
ス、サーカス、大道芸…）が集まり7月の
アヴィニョンは、まさに演劇都市となる。
町中がポスターで埋め尽くされ、9万人
の小さな都市の人口は2倍以上に膨れ
上がる。
　違いは何なのか。勿論、ファインアー

トとパフォーミングアートの違いはあるが、その違い
の根本は成り立ち、その開催の目的にある。アヴィ
ニョンは芸術文化の振興と人々の芸術への意識啓
蒙であり、町の活性化を狙ったものではない。結果と
しては、多大な経済効果をもたらしているが。そして、
そこに集まる人々の意識にも大きな違いがある。ア
ヴィニョンに来る人々は、純粋にアートそのものを楽
しんでいるのである。Offでも、人気のプログラムはす
ぐにソールドアウトになる。お年寄りも実に精力的に
劇場に足を運ぶ。アートを楽しむことが日常であり、
生きる糧になっているのである。
決してファッションではないのである。　　　　　　

さとう・ちはる
1962年生まれ。朝日新聞の文化担当記者を経て大阪アーツカウンシル統括責任者に就任。
大阪アーツカウンシル
大阪府と大阪市が共同設置した「大阪の文化振興を効果的に進める仕組み」。2013年に誕
生。府・市の助成金審査、事業の調査・評価などを手がけている。毎週金曜日の午後はenoco
に「出張所」を開設。常設オフィスも常勤スタッフもまだないけれど、非常勤の委員４人が知恵
を出し合い、様々な人 と々協力して大阪の文化的な底力の発信を目指しています。
HP                   http://osaka-artscouncil.jp/
Facebook     http://www.facebook.com/osakaartscouncil
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60年代にアメリカで始まったアイビーファッション。3つボ
タン段返りのブレザー、オックスフォードのBDシャツ、レジ
メンタルタイ・・・ついこないだもリバイバルがあったぐらい、
息のなが～いファッションです。この本の面白いところは、
浴衣もアイビーファッションとして扱っているところ。つまり
単なる模倣ではなく、日本の目線でそのスタイルを取り入
れたアイビーファッションを提案しています。さらには趣味
や遊び方も紹介し、アイビーを愛してやまない人にはたま
らない一冊となっています。enoco館長甲賀さん曰く「アイ
ビーはさ、ルールなんだよね～」の言葉通り、この本を読め
ば粋なアイビーボーイになれるかも？！

　「大阪府20世紀美術コレクション」のうち、意外にも大き
なボリュームを占めているのが、アメリカ現代写真のコレク
ションです。その中から今回は、後世の写真家に多大な影
響を与えた巨匠、エドワード・ウェストンの「ヌード」をご紹
介します。
　ピクトリアリズム（絵画的な空気遠近法を意識し、ぼかし
の技法や被写体の配置を重視する撮影手法）の写真家と
して出発したウェストンですが、1920年代、アルフレッド・ス
ティーグリッツの影響を受けてストレートフォトグラフィに
転じ、写真だけに可能な新しい表現方法の確立を目指しま
す。以降、アンセル・アダムスらとともに写真家集団「f/64」
を結成したウェストンは、美しくシャープなモノクロ写真で
被写体の本質を生き生きと捉える傑作の数 を々生み出して
いきます。女性のヌードから、ピーマン、大根、流木などの静

物、あるいは風景まで被写体はさまざまですが、それ
ぞれの「物体」としてのあるがままの姿を平等
に見つめ、大胆に写しとる作品たちは、写真
というメディアが極めて日常的なものと
なった現在でも、見るものに新鮮な驚き
と感動を与えます。
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「アートは、生きる糧。」
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海
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長 
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「ヌード」
エドワード・ウェストン（1886-1958）
1936年｜ゼラチン・シルバー・プリント
サイズ　184mm×241mm　　

絵本アイビーボーイ図鑑
穂積 和夫 著

大阪府20世紀美術コレクション　こ
の
一
点
！

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

Vol.３　
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自分たちが事業をしている時には他所も同じく、というアート関係者あ
るある。今年の夏は見逃したものも多く、SNSで流れてくる写真を前に
ハンカチ噛みしめました。芸術の秋が始まりますが、色々重なっていてさ
てどうなる、私の秋。（皆さん日などずらしませんか…）
[プログラムコーディネーター高坂玲子]

先日「江之子島仮設映画館」が無事に終了しました。その打ち上げの
席にて、「エノコの女性陣でギャルバン組めば？」と某参加者の方に勧
められ、まんざらでもない今日この頃の私たちです。
確かにギャルバン、激しくあこがれるよな…。
[アートコーディネーター峯恵子]

8月からenocoのメンバーとして加わりましたが、久々に体験すること
や、普段とは違う仕事場の環境など色 と々新鮮味を感じ、楽しい日々
を過ごしています。今までの経験を活かしてenocoでの取り組みに
チャレンジしていきますので、皆さまよろしくお願いします！
［コーディネーター松本拓］
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enocoに関わる創造人たちによるコラム。
2013年に発足した大阪アーツカウンシル統括責任者の佐藤さん、お願いします。



enocoのある大阪市西区江之子島では、
アートやデザインのちからで、くらしをより楽しむための
文化活動「DECOBOCO（デコボコ）」が行われています。

えのこじまアート＆ライフ

イベント情報

江之子島～阿波座で活動するご近所さんをゲストに、活動
内容や地域のおすすめについて話を聞く数珠つなぎ形式の
トーク「界隈茶話会」が10月28日に開催されます。写真家
の伊東俊介さんからバトンを受け取った第三回目のゲスト
は、ダイヤメゾンさん。
ダイヤメゾンは大阪南堀江の日吉公園の前にある、ダイヤ印
のアルミ製品を取り入れた、やさしい暮らしを提案するお店
です。ここで食堂＆カフェ、アルミ生活雑貨＆小さなギャラ
リーを運営されているダイヤメゾンさんの、これまでと今、そ
して地域のおすすめなどについてお話をうかがいます。

最新情報はFacebookページをチェックしてみてください。

Facebookページ ｜ www.facebook.com/bankofcreativeosaka

「界隈茶話会 #3」　ダイヤメゾンさん

日　時｜ 10月28日（水）　19:30-21:00　
会　場｜ マークスタジオ

8月から自宅近くのスイミングプールの会員になったのですが、それだ
けで健康になった気分になり、9月下旬現在、まだ一度しか泳ぎに行
けてません…。ほかにも太極拳などやってみたいのですが、どなたか
DECOBOCOで講座を開いてくれないでしょうか…。
［DECOBOCOディレクター後藤哲也］

神奈川県茅ヶ崎市生まれ。大阪には3年半ほど前に引越してきました。
大阪のTEZUKAYAMA GALLERYや香港のAISHONANZUKAで
美術作品を発表したりもしています。この江之子島から大阪を盛り上
げるお手伝いが出来たらと思っています。
[DECOBOCO スタッフ 小池一馬]

̶  ̶
山口 

小池

̶̶

山口

小池

̶̶

山口

小池
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小池

山口

マークスタジオで働き始めて1ヵ月が経ちますが、どうですか？
イベントの企画を考えたり、あっという間でした。マークスタジオの
講師の方々とも仲良くなって、先日は「しろくまヨガ」の西さんにお
花を頂いて、せっかくなので押花にしました。
ぼくは「卓球講座」でのダブルスの試合が、ものすごく白熱してい
たのが印象的でしたね。
6次元ナカムラクニオさんのワークショップでは金継にチャレンジ
したと聞きました。
「金継ワークショップ」は本当に楽しかったです！使えなかったも
のが使えるようになるなんて！なんでもかんでも捨てちゃいけませ
んね。
茶碗や皿が欠けるのがもう怖くなくなりました。壊れても金継で
カッコ良く直せるから、やった！みたいな。本うるしで金継をすると
とにかく手間がかかって大変らしいのですが、ナカムラさん考案の
簡単な金継は、誰にでもできる生活の知恵のように感じました。
西区界隈で創造的な活動をする方々を招いての茶話会イベント
「界隈茶話会」。第２回目のゲスト、写真家の伊東俊介さんからは
どんなお話がきけましたか？
出張写真館「いとう写真館」の活動を聞いて、写真って本当にい
いなと思いました。もうすぐ甥が生まれるので、それを機会に定期
的に家族写真を撮るようにしたいですね。
伊東さんが写真を担当した雑誌「Re:S（りす）」の裏話も面白
かったですね。何を取材するか決めずに、編集者さんと「とりあえ
ず鳥取に行ってみるか」。あの雑誌の持つフシギな雰囲気は、そう
やって作られたからこそだったんですね。
イベントを企画しているそうですが、今後の予定など教えてくださ
い。
ぼくは11月に能楽研究家の朝原広基さんの能楽入門講座を企
画しています。
私も11月のenoco de マルシェにあわせて、本に関するイベント
をしたいなと企画を考えています。ぜひFacebookページでイ
ベントチェックしてみてくださいね。

DECOとBOCOの活動は、阿波座ライズタワーズMARK20
1階の「マークスタジオ」で主に行われています。
今回は、８月からスタッフとしてマークスタジオで
働いている、小池さんと山口さんに話を聞きました。

えのこじまの  「  マークスタジオ  」
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